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能
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大
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1

地
震
計
観
測
に
依
る
火
山
活
動
の
像
如
法
に
就
で
は
.
従
凍
地
震
撃
者
に
依
-
試
ら
れ
た
こ
ど
も
あ
-
.
又
現
在
に

於
て
も
相
異
っ
た
方
針
の
下
に
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
が
､
兼
だ
可
能
か
不
可
能
か
の
見
込
み
さ
へ
付
か
ぬ
様
子
で
あ
る

余
が
鼓
に
述

べ
ん
だ
す
る
は
'
捉
魂
の
方
法
AJ･J
金
-
量
っ
た
も
の
で
､
温
泉
の
総
皮
の
塵
化
に
依
る
方
法
E
t
隣
接

火
山
の
交
代
的
活
動
に
依
る
方
法
AfJ
の
二
つ
で
あ
る
｡
政
の
二
つ
の
方
法
が
大
な
る
可
機
性
を
有
す
る
革
は
'
明
治

四
十
三
年
(
1
九

一
〇
)白
根
火
山
の
地
質
調
査
の
際
'
捉
-
印
象
さ
れ
た
の
で
.
其
の
後
今
日
に
薫
る
ま
で
注
意
を

怠
ら
な
か
っ
た
誓

)
ろ
､
略
確
信
を
得
た
か
ら
第
三
回
口
本
尊
術
協
愈
大
骨
の
機
骨
に
於
で
'

二
百
述

べ
る
漁
定
で

あ

る

0

1
､
軍
陣
況
泉
の
温
度
の
塵
化

明
治
四
十
三
年
の
夏
.
草
津
白
根
火
山
地
質
調
査
の
際
'
草
津
源
泉
の
亀
鑑
に
長
期
の
麺
化
あ
る
事
を
発
見
し
､

明
治
十
四
年
(
一
八
八

二
か
ら
共
時
二

九

]
○
)ま
で
二
十
九
年
間
の
低
下
は
約
五
度
で
其
の
平
均
率
は
年

〇
二

六
度
で
あ
る
都
を
舵
訳
し
托
ー
北
ハの
後
大
正
三
年
に
煮
る
ま
で
の
四
年
間
は
特
に
頻
繁
な
観
測
智
行
ふ
こ
E
が
日的
凍



て
､
長
期
の
塾
化
の
外
に
短
期
の
粛
汎化
の
有
る
事
を
知
-
神
化
が
､
此
の
四
年
間
の
年
平
均
低
下
率
は
同
じ
-
〇

･

H
(
で
あ
っ
た
の
で
.
此
の
倍
を
殆
.r/J
肺
葉
在
る
-
の
ど
信
ず
る
に
至
っ
舵
の
で
あ
る
｡

大
些

二
年
の
秋
.
忠
寛
な
る
観
測
者
湯
本
平
内
氏
の
死
去
に
依
り
､
此
の
有
益
L･.
る
脱
皮
観
測
は
中
絶
し
て
蓬
に
未

年
に
至
っ
た
が
､
本
年
(
-1･
九
二
七
)三
月
二
十
四
日
~
好
機
骨
を
得
て
久
し
振
り
.に
温
度
観
測
な
行
ふ
こ
亡
が
出
水

た
､
其
の
結
果
は
左
の
如
-
で
あ
る
.

旧
型

一年
へ
一
九
二
七
)三
月
二
十
四
日
'
晴
p
気
温
十
二
度

湯

畑

五
入

白

旗

五
入

費

五
六

地
減

五
七

鷲千

代

凪閥

五
三
五
四
四
三
閤

一

(
捉
凍
測
定
し
た
事
な
き
『
君
子

ノ
湯
』
を
測
-
五

一
を
得
た
)
右
の
結
果
は
大
正
三
年
の
渦
度
～J
金
-
同

.I
で
あ
っ

て
p
賓
に
意
外
だ
す
る
-

)
ろ
で
あ
る
･TJ
典
に
'
発
て
性
悪
し
て
ゐ
た
火
山
の
活
動
カ
ビ
弧
泉
の
脱
皮
ど
の
陶
係
に

っ
き
て
の
牧
憩
が
.
適
中
し
た
こ
k)を
戚
じ
花
の
で
あ
る
｡

二
.
白
根
山
頂
の
活
動
ビ
草
津
源
泉
の
鶴
皮

白
状
火
山
の
活
動
力
は
明
治
三
五
年
(
一
九
〇
二
)
の
弓
抽
爆
裂
以
凍
衣
姉
に
東

へ
'
殊
に
明
治
四
十
年
頃
か
ら
大
正

十
二
年
頃
立
で
は
衰
錫
の
極
度
に
沈
ん
で
ゐ
化
の
で
あ
っ
た
.
明
治
四
十
三
年
乃
至
大
垣

二
年
の
低
下
率
が
年
平
均

〇
二

六
度
に
逢
し
た
の
は
､
恰
も
此
の
衰
弱
期
に
相
皆

し
た
故
で
あ
る
}J
考

へ
ら
れ
る
｡

火
山
活
動
漁
軸
の
童

髄
性

恵

三
ニ
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節
三
助

完

八

三
凹

二
十
年
間
沈
裏
の
状
況
に
あ
っ
た
白
根
山
は
､
去
る
大
正
十
四
年
二

九

二
五
)
一
月
十
七
日
､

大
な
る
爆
雷
だ
北
ハに

黒
煙
を
噴
出
し
.
山
頂
附
近
に
は
五
寸
乃
至

一
尺
､
草
津
に
は

一
寸
飴
の
降
次
が
あ
っ
た
､
そ
れ
よ
-
約

一
ケ
月
間

は
噴
煙
常
に
炎
色
を
量
し
､
時
々
埋
骨
ビ
典
に
講
煙
を
暁
出
し
た
ビ
い
ふ
こ
E
で
あ
る
､
其
れ
以
来
噴
煙
の
畳
多
-

な
-
p
本
年
感
も
従
水
金
-
見

ら
れ
t･･bか
っ
た
噴
煙
を
､
草
津
か
ら
明
か
に
望
見
す
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
.
本

年
の
渦
度
が
大
正
三
年
の
脱
皮
に
等
し
い
の
は
､
恐
ら
-
此
の
大
正
十
四
年
の
爆
裂
の
為
め
に
F
脱
皮
の
回
復
が
起

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
0

明
治
十
糊
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
の
二
十
九
年
間
に
は
五
附
の
噴
火
が
有
っ
た
'
即
ち
明
治
十
五
年
二

八
八
二
)､

三
十
年
(
山
八
九
七
)'
三
十
三
年
二

九
〇
〇
)三
十
五
年
(
ri
九
JC
二
)
二

二
十
八
年
二

九
〇
五
)
で
あ
る
､
故
に
其

の
間
の
低
下
率
は
恐
ら
-

一
成
の
も
の
で
は
無
か
っ
た
に
相
違
な
い
p
殊
に
十
凹
年
の
渦
度
な
る
も
の
は
'
少
し
-

異
状
め
る
挽
皮
で
は
な
い
か
ビ
思
は
れ
る
｡
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以
上
の
如
-
発
て
挽
憩
し
て
ゐ
た
如
く
'
塩
見
の
亀
鑑
は
其
の
所
属
す
る
火
山
の
活
動
力
に
舶
麿
し
て
昇
降
す
る
だ

い
ふ
事
が
.
略
確
賓
ら
し
い
か
ら
.
温
泉
の
温
度

の
連
頂
観
測
に
依
て
､
其
の
火
山
の
活
動
期
に
人
ら
ん
だ
す
る
時

を
像
報
す
る
可
能
性
は
充
分
に
有
る
ビ
瓜
ふ
｡

三
､
白
根
火
山
/̂J
浬
間
火
山
ど
の
交
代
的
活
動

白
状
だ
沌
間

îJ
が
交
代
し
て
活
動
し
っ
ゝ
あ
る
事
は
著
し
い
革
質
で
あ
る
P
此
の
事
は
其
の
地
方
人
の
問
に
よ
-
知

ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
･.?
､
歴
虹
的
記
銘
を
調

べ士

風
で
も
P
白
根
の
活
動
は
必
ず
浬
間
の
休
眠
期
に
起
っ
て
ゐ
る

こ
E
が
知
ら
れ
る
.

白
根
だ
浅
間
ビ
は
教
-
其
の
性
格
を
異
に
し
て
ゐ
る
'
浅
間
は
男
櫓
的
性
格
で
p
頂
上
の
火
口
は
常
に
噴
煙
を
絶
た

ず
'
姿
は
圃
錐
機
で
比
較
的
筒
耶
な
北
ハ心
構
造
を
な
し
p
之
に
附
属
す
る
皿
先
は

1
も
無
い
'
斯
-
の
如
き
型
式
の

火
山
を
非
況
尭
式
だ
名
づ
け
る
｡

白
根
は
之
に
反
し
女
性
的
で
､
頂
上
火
口
に
は
常
に
源
泉
を
湛
え
､
此
腹
に
も
亦
多
数
の
温
泉
を
有
し
､
山
の
形
も

火
=_
約
軌
粍
耶
S
亘

髄
性

7光

三
五
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構
造
も
複
雑
に
し
て
､
基
各
火
山
で
あ
る
P
此
の
様
な
も
の
を
余
は
温
泉
式
火
山
yJ
呼
ぶ
､
滑
此
の
嗣
式
の
火
山
を

比
較
す
れ
ば
粗
衣

式

内

部
は
敏
聯
物
兜

地
下
水
系
は
外
方
に

向
ふ

多
心
桃
出

K

婦
を
附
則
期

長
さ
休
批
期

(⊥〕山火式鬼子朗トび及(下)式及紐

向カ■の流水下地 ろけ於に

非

氾

滋

式

内
部
は
多
孔
斑

地
下
水
系
中
心
に
向
ふ

北
ハ心
又
は
雄

一
柿
出

長
与
的
訊
朔

短

さ
休
眠
期

而
し

て
白
状
だ
浅
間
だ
の
活
動
期
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

鳩

ー

日

収

天

明
三
咋
(
7
七
八
三
)
大
_噴
火
･三
･･-
-
･-
････-
････三
････‥
休

十
五
年
耽
り
休
航

的
十
九
年
り
前
掛

十
咋

S
t休
眠
･･･-
-
-
‥
････-
-
-
････三
･･
-
･･･二
･･･-
-
-
血

約
十
五
年

火

爆

裂

数
回
の
鵬
裂

十

年

の

休

航

約
三
年
間
休
眠

肌
泊

三
十

年

爆

裂

明
治
三
十
二
坤
よ
り
三
十
凹
年
ま
で
約
勤
････････
･･･････-
‥
¥
明
治

三
十
三
年

柄

勤

三
十
式
中
及
び
三
十
八
年
鵬
裂

例
3.3～
四
十
二
.坪
よ
り
火
正
三
年
ま
で
約
糾
∵
-
･-
･･十

九
.坤

川
.
休

眠
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此
の
表
に
て
隼
印
の
川も
の
は
疑
問
で
あ
る
が
､
之
を
除
け
ば
他
の
も

C,
T

は
皆
交
代
約
に
活
鋤
し
て
ゐ
る
の
で
'
之
を

/,ML/ 占こ 70 ,/S SP6 舛 /802 /0 /8
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勤 爪 的 代 衣 の 税 [!lび及 間伐

間
に
茨
は
せ
ば

一
骨
明
瞭
ど
な
る
｡

こ
れ
で
拷
問
の
休
眠
期
に
白
根
の
活
動
が
起
る
ど
い
ふ
葦
は
大
鰭
に
於
て
報
質
ビ
見
放

す
こ
だ
が
出
凍
る
､
従
雑
の
･.F=
娘
は
特
に
此
の
比
較
を
行
は
ん
が
薦
め
に
作
っ
た
も
の

で
な
い
か
ら
､
不
明
の
～J
こ
ろ
も
少
-
な
い
が
.
今
後
は
是
非
爾
火
山
の
活
動
状
態
を

常
に
比
較
研
究
す
る
こ
亡
が
必
要
で
ゐ
-
p
其
れ
に
伐
て
相
互
に
危
険
程
度
を
像
報
し

得
る
こ
ど
ゝ
信
や
る
｡

本
年
三
月
頃
に
は
洩
間
の
煙
は
山
麓
か
ら
見
え
や
､
其
の
代

り
白
根
の
噴
煙
は
よ
-
見

え
た
の
で
あ
る
が
'
数
年
後
に
は
恐
ら
-
白
状
の
煙
が
見
え
な
-
な
る
で
あ
ら
う
｡

而
し
て
其
の
時
こ
そ
洩
間
が
叉
活
動
を
初
め
る
時
に
相
違
な
い
｡
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